
平
成
二
十
三
年
七
月
七
日
提
出

質

問

第

三

〇

二

号

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

坂

本

哲

志

302



北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

北
朝
鮮
が
日
本
人
の
拉
致
を
認
め
謝
罪
し
た
と
き
か
ら
本
年
九
月
で
十
年
目
と
な
る
が
、
拉
致
事
件
の
発
生
か
ら
み
れ
ば
既

に
三
十
年
以
上
が
経
過
し
、
拉
致
被
害
者
な
ら
び
に
同
被
害
者
家
族
に
お
か
れ
て
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
拉
致
被
害
者
に

関
す
る
再
調
査
な
ど
拉
致
問
題
の
解
決
に
は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
他
方
で
、
日
朝
交
渉
再
開

の
目
途
も
立
た
ず
、
い
わ
ば
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

右
事
項
を
踏
ま
え
、
か
つ
答
弁
に
あ
た
っ
て
は
、
質
問
番
号
を
重
ね
る
こ
と
な
く
誠
実
に
答
弁
す
る
こ
と
を
望
み
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

第
百
七
十
七
回
国
会
に
お
い
て
、
地
方
議
会
か
ら
衆
議
院
議
長
宛
て
に
提
出
さ
れ
た
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意

見
書
（
以
下
、
「
当
該
意
見
書
」
と
い
う
）
は
二
十
一
件
（
六
月
十
五
日
現
在
）
で
あ
り
、
当
該
意
見
書
が
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
問
題
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
も
参
考
送
付
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
地
方
議
会
か
ら
関
係
行
政
庁
宛
て
に
提
出
さ
れ

た
当
該
意
見
書
と
同
趣
旨
の
内
容
の
意
見
書
（
以
下
、
「
同
趣
旨
意
見
書
」
と
い
う
）
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

（
一
）

同
趣
旨
意
見
書
が
関
係
行
政
庁
に
対
し
て
も
送
付
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
二
）

送
付
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
そ
の
総
数
は
い
く
つ
と
把
握
し
て
い
る
の
か
。

一



二

当
該
意
見
書
が
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
に
基
づ
く
意
見
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
法
第
二
百
六
十
三
条
の
三
第
三
項
で

規
定
す
る
「
遅
滞
な
く
回
答
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
こ
と
ま
で
内
閣
に
求
め
る
意
見
書
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な

く
、
同
趣
旨
意
見
書
も
同
様
に
回
答
義
務
ま
で
は
な
い
が
、

（
一
）

同
趣
旨
意
見
書
の
提
出
者
の
い
ず
れ
か
に
対
し
、
何
ら
か
の
方
法
で
関
係
行
政
庁
が
回
答
し
た
事
実
は
あ
る
の

か
。

（
二
）

回
答
し
た
事
実
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
関
係
行
政
庁
が
同
趣
旨
意
見
書
を
意
見
と
し
て
受
入
れ
、
活
用
し
て

い
る
実
例
は
あ
る
の
か
。

三

一
の
当
該
意
見
書
及
び
同
趣
旨
意
見
書
以
外
に
、
全
国
各
地
か
ら
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
の
た
め
に
署
名
活
動
等
を
通
じ

て
な
さ
れ
た
要
請
・
要
望
活
動
が
関
係
行
政
庁
に
対
し
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
関
係
行
政
庁
は
、
こ
れ
ら
の
要

請
・
要
望
活
動
に
対
し
、

（
一
）

署
名
総
数
あ
る
い
は
要
請
・
要
望
書
の
総
数
は
い
く
つ
と
把
握
し
て
い
る
か
。

（
二
）

ま
た
実
際
に
ど
の
よ
う
な
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

（
三
）

活
用
し
て
い
る
実
例
は
あ
る
の
か
。

二



（
四
）

さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
に
保
管
管
理
を
し
て
い
る
の
か
。

四

拉
致
問
題
対
策
本
部
に
は
、
拉
致
問
題
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
分
析
を
担
当
す
る
「
情
報
室
」
が
拉
致
問
題
対
策
本

部
事
務
局
の
設
置
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
七
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
第
六
条
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て

い
る
。
平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
、
情
報
収
集
強
化
策
と
し
て
民
間
か
ら
三
名
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
内
定
し
て
い
た
が
、
翌

二
十
二
年
二
月
に
至
っ
て
も
未
だ
裁
決
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
は
裁

決
さ
れ
情
報
収
集
活
動
に
従
事
し
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
如
何
。

五

平
成
二
十
二
年
度
の
拉
致
問
題
解
決
の
た
め
の
総
合
的
施
策
の
推
進
等
経
費
は
約
十
二
億
円
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
情
報

収
集
・
分
析
体
制
の
抜
本
的
強
化
の
た
め
、
拉
致
被
害
者
等
に
係
る
安
否
情
報
及
び
そ
の
関
連
情
報
の
収
集
・
分
析
等
に
必

要
な
経
費
と
し
て
、
八
億
六
千
四
百
万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
お
お
よ
そ
七
割
を
占
め
て
い
る
が
、
平
成
二
十
一

年
度
に
設
置
さ
れ
た
「
情
報
室
」
で
は
、
こ
の
費
用
を
用
い
て
現
在
ま
で
い
か
な
る
活
動
を
行
い
、
い
か
な
る
成
果
を
出
し

て
き
た
の
か
、
政
府
の
見
解
如
何
。

六

拉
致
問
題
の
解
決
に
関
し
て
、
抽
象
的
か
つ
期
日
を
設
け
な
い
対
策
が
散
見
さ
れ
る
が
、

（
一
）

政
府
に
は
期
日
を
設
け
て
取
り
組
も
う
と
い
う
断
固
た
る
姿
勢
は
あ
る
の
か
。

三



（
二
）

菅
総
理
は
、
本
年
六
月
十
日
の
第
五
回
拉
致
問
題
対
策
本
部
会
合
で
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
本
年
九
月
ま
で
に
拉
致

被
害
者
の
再
調
査
の
実
施
を
要
求
し
、
応
じ
な
い
場
合
に
は
制
裁
を
強
化
す
る
考
え
を
表
明
し
た
。
こ
れ
は
、
拉
致

被
害
者
家
族
会
な
ど
の
要
請
を
受
け
て
の
発
言
と
し
か
思
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
発
言
の
根
拠
が
如
何
な
る
理
由

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
す
で
に
政
府
は
北
朝
鮮
に
再
調
査
の
実
施
を
要
求
し
た
の
か
。
ま
た
、
要
求
し
て
い
な
い
の

な
ら
ば
い
つ
要
求
す
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


